
2011 年 2 月 

（仮称）新京
みやこ

のアジェンダ 21 

リーディングプロジェクト案へのご意見募集 

京
みやこ

のアジェンダ 21 フォーラム 

京のアジェンダ 21 フォーラムでは、1997 年に策定された「京のアジェンダ 21」を推進する

ための取組を行ってきましたが、この 10 年あまりの社会状況の変化やこれまでの実績を踏まえ

て、より有意義な取組を進めるために、新しい京のアジェンダ 21 を策定することにしました。 
そこで、幹事会でプロジェクトチームを設置して検討を進めてまいりましたが、このたび、そ

の中のリーディングプロジェクト案について皆様に公表し、ご意見をいただくことにしました。

いただいたご意見は、プロジェクトチームおよび幹事会で検討し、新たな京アジェンダ 21 策定

に活かしていきたいと考えています。 
どうぞご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

◆リーディングプロジェクトとは 

 京のアジェンダ 21 の目指す将来像を実現するために、まずは当面（5～10 年間かけ）先

導的に取り組むプロジェクトです。この取組によって活動が活発化し、ここにあげられたもの

以外の取組も進んでいく、けん引役となるプロジェクトです。 

特に、市民・事業者・行政のパートナーシップでないとできない取組を考えています。 

なお、この案では 7 つのプロジェクトが示されていますが、集中的に取り組めるのは 2～3

つ程度と考えています。 

※これまでの京のアジェンダ 21 の取組については、ホームページ（http://ma21f.jp/）をご覧ください。

◆ご意見募集期間 2011（平成 23）年 2 月 1 日（火）～2 月 14 日（月） 

◆ご意見募集方法 

 次ページ以降の「リーディングプロジェクト案」について、どんなご意見でも結構ですので

お送りください。「もっとこんな取組をすべき」、「もう少しこんな工夫ができるのでは？」、「私

や私の知っているところならこんな協力ができる」など… 

 様式は問いませんが、文書にまとめていただき、メール、FAX 等でお送りください。電話

による口頭でのご意見は、正確さを保証しかねますのでご連慮いただければと思います。 

ご意見はどなたでも提出できます。必要と思われましたら、お名前や所属、連絡先等をご記

入ください。ただし、ご提出いただいたご意見に対し、個別にお返事・回答はいたしません。

 

◆ご意見送付先  京のアジェンダ 21 フォーラム事務局宛て 

  〒612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町 13 京エコロジーセンター内 

FAX：075-647-3536 

  メール：ma21f@mbox.kyoto-inet.or.jp 



（仮称）新京のアジェンダ 21 リーディングプロジェクト案 

① 

プロジェクト名 既存住宅のエコ化 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市内に多く存在する既存の戸建て住宅が、あらゆる人にとって暮らしやすく改善さ

れる中で、環境に配慮したものが増える。その結果、家庭部門の省エネが進む。 

波及効果 住宅の安全性向上、バリアフリー化の促進、景観政策の進展、住宅関連産業の活性化 

取組内容 ・既存住宅の環境性能表示制度の検討 

既存住宅の環境性能を把握し、リフォームなどの改善や賃貸、不動産取引等にも使

える表示制度の創設を検討する。表示はできるだけわかりやすいものとし、その表

示をもとに環境性能を高くすることが改善や取引等で有利になるような制度とす

る。 

・地域で既存住宅のエコ化を進める仕組みをつくる 

上記の表示制度を検討し、運営するため、京都市の住宅・住まいに関係する部署・

機関、環境団体、建築・建設業界団体、大学などで構成される協議会を設置する。 

・リフォームから簡単な工夫までのエコノウハウ集の作成 

既存住宅をエコ化するメリットやノウハウをわかりやすく、魅力的に伝える資料を

作成する。 

・住まいの相談・アドバイス（省エネ住まいアドバイザー制度の創設） 

住まいに関する相談窓口や学習会、イベントなどで上記のノウハウ集を使った情報

提供や個別のアドバイスを行うほか、アドバイザーを養成・派遣する制度を創設す

る。 

・太陽熱利用設備、地域産木材の利用促進 

太陽熱利用設備の普及、地域産木材の利用促進を進める取り組みを実施する。 

スケジュール 2011 年度 協議会の設置、表示制度の検討、エコノウハウ集の作成 

家庭の省エネ相談所での住宅に関する相談の実施 

太陽熱利用・地域産木材利用促進策の実施 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

省エネ住まいのアドバイザー制度の創設、アドバイス実施 

環境性能表示制度の創設・実施体制の整備 

～10 年後（2020 年） 環境性能表示にもとづくリフォーム、販売賃貸取引の普及 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

協議会の運営 

エコノウハウ集の情報整理・提供 

住まいのアドバイザー制度へつながる「家庭の省エネ相談所」の実施 

太陽熱利用設備、地域産木材利用促進の取組実施 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

建築・建設・住宅設備関係団体、不動産関係団体、京都府地球温暖化防止活動推進セン

ター、大学 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

・既存建築物に対する省エネ性能表示制度の検討 

・省エネ住まいアドバイザー制度の創設 

住宅マスタープラン（住生活基本計画） 

 



② 

プロジェクト名 自転車・公共交通を使いこなす仕組みづくり 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市内を市民や観光客が移動する際、自家用車より徒歩や自転車、公共交通を使った

方が便利な条件が多くなり、自然と自転車や公共交通を選ぶことが増える。その結果、

あらゆる人の移動がしやくすくなり、運輸部門の温暖化対策が進む。 

波及効果 健康増進、交通事故の減少、公共交通事業の活性化、商店街の活性化、高齢者・障がい

者等が移動しやすくなる 

取組内容 ・自転車と公共交通を組み合わせた移動マップの作成 

京都市で、徒歩と自転車、公共交通を組み合わせて移動する際に便利な地図を作成

する。公共交通の路線、駅、停留所とともに自転車駐輪場、レンタサイクル等の情

報を掲載する。その中で、自転車と公共交通利用上の課題を抽出し、その改善や利

便性の向上に向けた提言を行う。 

・公共交通を使うと得する仕組みづくり 

「バスと電車で eco グルメ！」を拡大し、公共施設や商業施設等で公共交通利用者へ

の特典を提供する仕組みを様々な場面で利用できるようにする。 

スケジュール 2011 年度 マップづくりチームの結成、情報・市民の声の収集 

バスと電車で eco グルメ！拡大版の実施 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

マップの完成、提言 

公共交通機関で得する仕組みの普及 

～10 年後（2020 年） 提言による自転車・公共交通の利便性の向上 

公共交通機関で得する仕組みの運用 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

マップづくり活動のコーディネート 

「バスと電車で eco グルメ！」の拡大実施 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

自転車関係団体、公共交通事業者、大学 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

・交通条件の公平化（商業施設等における公共交通利用者へのサービス提供） 

・自転車利用環境の整備 

「歩くまち・京都」総合交通戦略 

改訂自転車総合計画 

 



③ 

プロジェクト名 物流のグリーン化 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市内の物流は、二酸化炭素排出量の少ない手段が確立し、選べる。例えば鉄道輸送、

集団配送、ITS の活用などのインフラ整備やシステムが確立されている。また、都心部や

商店街等での荷さばき等商品搬入ルールの導入や高齢者等への宅配システム等により、

「歩くまち・京都」実現のための物流システムについても確立されている。これにより、

運輸部門の温暖化対策が進む。 

波及効果 交通事故の減少、商店街の活性化、買い物難民対策（福祉） 

取組内容 ・京都市における物流の実態把握 

京都市内の物流の現状を把握し、課題を抽出し、環境に配慮した物流のあり方、物

流産業にとってのメリットについて検討する。 

・店舗までの商品の輸送手段の見える化 

上記の実態把握結果をもとに、様々な商品が消費者の手元に届くまでの輸送ルート、

手段、二酸化炭素排出量等の情報を表示する仕組みを検討する。このことにより、

消費者、店舗、流通業者のそれぞれが物流にかかる環境負荷を認識するようになり、

その低減を促進させる。 

・商店街でのモデル化 

都心部以外も含めた商店街での荷さばき等商品搬入ルールの導入や高齢者等への宅

配システム等のモデル実施を行い、拡大していく。 

スケジュール 2011 年度 京都市の物流に関する調査 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

物流のあり方検討組織の設置、検討 

見える化の制度設計、実施 

商店街でのモデル化検討、実施 

～10 年後（2020 年） 環境に配慮した物流のあり方に沿った仕組みの創設、実施 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

京都市の物流に関する調査実施 

見える化の検討 

商店街でのモデル化コーディネート 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

運輸関係団体、宅配事業者、商店街関係団体、消費者団体、大学 

関連する京都市

の計画等 

「歩くまち・京都」総合交通戦略 

 



④ 

プロジェクト名 京都観光がエコになる基盤づくり 

目指す将来像・

期待する効果 

京都への観光客が、京都らしさを求めて観光すると、自然と環境負荷の少ない施設、サ

ービス、移動手段をとり、そのことが観光客の満足を得る。そのための基盤として、環

境に配慮した観光関連の施設等やサービスが充実している。これにより、民生業務部門、

運輸部門の温暖化対策につながる。 

波及効果 観光産業の振興 

取組内容 ・観光施設、宿泊施設、社寺、土産店などでの環境配慮に対する情報収集・公表 

京都へ観光に訪れる人が、その際に利用する施設、サービス等で環境に配慮したも

のを抽出し、公表する。観光客へは、その情報をもとに観光することを勧めるため、

モデルルートの設定など、魅力的な観光スタイルを提案する。 

・ガイドラインの作成 

上記で得られた情報をもとに、より多くの施設等で環境配慮を進められるよう、ガ

イドラインのようなものを作成し、配布する。また、これをもとに現地での環境配

慮に関する表示制度も検討する。 

スケジュール 2011 年度 観光関連施設での環境配慮に関する情報収集 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

観光関連施設での環境配慮に関する情報の公表 

ガイドラインの検討・公表 

～10 年後（2020 年） 観光施設での環境配慮に関する表示制度の設計・実施 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

観光関連施設での環境配慮に関する情報収集 

ガイドラインの検討 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

観光関係団体、ホテル・旅館等宿泊施設関係団体、社寺関係、京都グリーン購入ネット

ワーク、大学 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

・「観光客」の交通行動スタイルの見直しを促す施策 

「歩くまち・京都」総合交通戦略 

 



⑤ 

プロジェクト名 河川を軸としたビオトープネットワークづくり 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市内で、周辺の森林から河川、街路樹等の連続した自然で市内の緑がつながり、全

体として生物の生息環境が保たれている。河川、公園、街路樹等の公共の緑地管理と、

社寺や民間企業の緑地等が、このネットワークを意識した管理が行われ、そこに地域住

民が参加できる。このことにより、生物多様性の拡大が図れる。 

波及効果 良好な景観形成、住環境の改善、自然と触れ合うことによる精神的効果 

取組内容 ・森から川、川沿いの緑など、河川でつながる生物の生息域の把握とエコアップ 

河川を軸とした流域の緑の現状を把握し、連続性の確保と生物の生息環境の改善を

行う。 

・将来像を設定して整備の指針をつくる 

河川を軸とした自然環境の将来像を描き、今後の整備の指針を作成する。 

・企業の緑地・ビオトープのネットワーク化 

企業の持つ緑地・ビオトープなど民有地の緑をネットワーク化できるような働きか

け、仕組みづくりを行う。 

・住民が身近な公共空間の整備に関わる仕組みとその際のガイドラインづくり 

地域住民がビオトープネットワークづくりに関われるような支援策や取組のコーデ

ィネートを行い、これを各地で広げるためのガイドラインを作成する。 

スケジュール 2011 年度 河川流域環境調査 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

ビオトープネットワークの将来像と指針の作成 

民有地対策・住民参加の仕組み・ガイドラインづくり 

～10 年後（2020 年） 指針・ガイドラインにもとづくビオトープネットワークの整

備・工事 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

調査のコーディネート 

将来像・指針作成のコーディネート 

ガイドラインづくりのコーディネート 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

自然環境団体、社寺、学校、大学、府・国の河川管理者 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

緑の基本計画 

 



⑥ 

プロジェクト名 再生可能エネルギーを○倍にする 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市における再生可能エネルギー（太陽光、太陽熱、小水力、バイオマス等）の利用

を 2020 年度までに現在（直近データ）比で○倍にする。そのために家庭、事業所、公共

施設での設備設置が進むような制度が動いている。 

波及効果 再生可能エネルギー関連産業の振興 

取組内容 ・共同利用型再生可能エネルギー設備の設置・利用 

市内の再生可能エネルギー設備を設置可能な場所に設置し、それらを自ら設置が難

しい家庭や事業所も含めて共同で資金提供したり、利用できるような制度を創設し、

設置者、利用者ともにインセンティブが働く仕組みをつくる。 

・おひさま発電所、京グリーン電力証書等を組み合わせ、拡充した仕組みづくり 

現在も実施しているおひさま発電所や京グリーン電力証書について、上記の制度に

つながるよう運営の強化を図る。 

・地域熱利用、小水力などを活用できる仕組みづくり 

地域熱利用の促進、小水力発電の実施などを進める。 

・スマートコミュニティモデル地域での率先導入 

京都市で検討している「スマートコミュニティ」のモデル地域において、上記の仕

組みについてモデル的に率先導入を行う。 

スケジュール 2011 年度 再生可能エネルギー利用量の把握 

共同利用制度設計のための検討会の発足・運営 

おひさま発電所、京グリーン電力証書制度の実施・運用拡大 

スマートコミュニティモデル地域での導入検討 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

共同利用制度のモデル実施 

地域熱利用、小水力発電の検討・促進 

スマートコミュニティモデル地域での導入 

～10 年後（2020 年） 共同利用制度の実施 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

共同利用制度検討会のコーディネート 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

エネルギー関連事業者、気候ネットワーク、京都グリーンファンド、京グリーン電力運

営協議会、大学 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

・「DO YOU KYOTO?」クレジット制度の創設 

・特定建築物への再生可能エネルギーの導入義務化 

・市民協働発電制度の実施 

・新築住宅への再生可能エネルギーの導入義務化の検討 

・公共建築物への再生可能エネルギーの率先導入 

・小水力発電のモデル実施 

・らくなん進都、岡崎地域等における総合特区制度を活用した新たなエネルギーマネジ

メントシステムの構築 

 



⑦ 

プロジェクト名 企業と NPO/NGO のマッチング 

目指す将来像・

期待する効果 

京都市内の企業にとって、ISO26000 に沿った社会的責任を果たす取組を進めやすい環境

が整っている。その取組は、企業の本業を活かしたもので、NPO や NGO、その他市民

活動と連携することによってより地域にとって有意義なものになる。 

波及効果 取り組む企業の評価向上、NPO/NGO・市民活動の活性化、KES 取得企業の拡大 

取組内容 ・企業と NPO/NGO とのマッチングの仕組みづくり 

企業と NPO/NGO が共同で取組を行うことを前提に、相互理解を深める機会をつく

る。そして、企業と NPO/NGO、取組の対象や場所・地域のコーディネート機能を

持つ仕組みをつくる。 

・京都環境コミュニティ活動（KESC）の発展 

中小企業がグループを作って地域の環境活動を行う KESC を ISO26000 の具体的活

動として合致するよう整理・発展させる。これにより中小企業が KESC 活動に参加

することにより ISO26000 に基づく活動を行っていることを内外に PR できるよう

にする。 

スケジュール 2011 年度 企業と NPO/NGO 双方のニーズ把握 

企業と NPO/NGO の相互理解を促す行事の開催 

KESC を中心とした ISO26000 の整理 

KESC の内容充実 

5 年後まで 

（2012～15 年度） 

企業と NPO/NGO とのマッチング制度の設計 

企業と NPO/NGO とのマッチング制度の創設・運用 

ISO26000 に基づく KESC の実施 

～10 年後（2020 年） 企業と NPO/NGO 共同の取組実施 

京のアジェンダ

21 フォーラム

の役割 

・企業と NPO/NGO との相互理解の場の提供 

・地域活動のコーディネート 

参加を呼び掛け

る組織・団体等 

京都商工会議所、京都青年会議所、京都工業会、KES 環境機構、京都府中小企業団体中

央会、京エコロジーセンター、市民活動総合センター 

関連する京都市

の計画等 

新地球温暖化対策計画（骨子案） 

・事業者排出量削減計画書制度による評価 

・エコ学区、エコ商店街、エコ大学など新たな「エココミュニティ」の創設 

 

 


